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資料：学会発表抄録
2007/2/24
第64回中部地方会
複数エネルギーウインドウ法によるI-123核種心集積の補正
金沢大学バイオトレーサ中嶋憲一、奥田光一、NasimaAkhter、滝淳一、
絹谷清剛
金沢大学放射線部松原孝祐
東芝メディカルシステムズ本村信篤
第一ラジオアイソトープ研究所石川丈洋、前田遼
I-123標識製剤を用いた検査を行う場合、コリメータの違いにより、その定量値
は影響を受ける。そこで、MIBGによる検査を想定して、ファントムを作成し、
定量値を補正できるか否かを検討した。真の値は数学的に計算し減衰を補正し
た。9つのブロックモデルおよび､4種類の標準化用胸部ファントムを試作した。
．1ノメータは、低中エネルギー高分解能(LMEHR)、低エネルギー高分解能
(LEHR)、中エネルギー(ME)を用いた。補正法としては、3エネルギーおよ
KRI-123用2エネルギー ウインドウ法(TEWIDW)を用い、5つのエネルギー 幅を
同時収集して補正した。その結果､各補正法ともに真値を過小評価するものの、
LEHRに補正を用いることによりMEコリメータと同等の定量値を得ることが
できることが示された。
